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Relations between UPI scores at entrance to university and taking temporary 
absence, and dropping out early 
概要











　　University Personality Inventory (UPI) scores of students taking temporary absence 
from, or dropping out of university within two years of entry was compared with the 
scores of students continuing their education. Results indicated that total UPI scores of 
women were higher than those of men, which was consistent with the results of many pre-
vious studies. However, there were no clear differences in scores between students taking 
temporary absence from or dropping out of university within two years of entry and those 
continuing their education, which did not support previous studies showing total UPI 
scores of students taking temporary absence from university, or dropping out are higher 
than scores of continuing students. Furthermore, students taking temporary absence or 
dropping out tended to give negative responses to the four items below: ‶having head-




























were different from those of previous studies. It is suggested that students taking tempo-
rary absence from or dropping out of university early might be unable to face their internal 
self and have a tendency to respond ‶no" to UPI items.
Keywords: UPI, temporary absence from university, dropping out of university, maladap-
tation to university
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に入学した留学生の数は、全部で 79人（男性 45人、女性 34人）であった 2。また 929
人の回答の中で、5人分の回答に記入漏れによる不備が認められた。1人は留学生の回答
で、残りの 4人分は日本人学生によるものであった。これらのデータを除外して、最終
的には 846人（男性 597人、女性 249人）のデータを分析の対象にした 3。
　調査対象者の内訳は、国際経営学部の学生（日本人学生）は 2012年度が 172人（男性
142人、女性 30人）で、2013年度が 160人（男性 114人、女性 46人）、2014年度が
161人（男性 115人、女性 46人）である。これらを合計すると全部で 493人（男性 371
人、女性 122人）となる。教育学部の学生は 2012年度が 86人（男性 55人、女性 31人）
で、2013年度が 133人（男性 86人、女性 47人）、2014年度が 135人（男性 86人、女






度入学者が 20人（男性 17人、女性 3人）、2013年度入学者が 24人（男性 20人、女性
4人）、2014年度入学者が 18人（男性 14人、女性 4人）であった。これらの人数を合計













　UPIは 60項目で構成されている（個々の項目内容は表 7-1と表 7-2とを参照）。各項
目の症状について「ある」場合には項目番号に○を、「ない」場合には×を付けてもらっ
た。そして「ある」を 1点、「ない」を 0点として換算した。60項目のうち、4項目（項




関係的な症状」の 5つである。「身体的訴え」は項目 1～ 4、項目 16～ 19、項目 31～
34、項目 46～ 49の合計 16項目から成る。「抑うつ症状」は項目 6～ 15と項目 21～ 30
との 20項目から成る。「劣等感」は項目 36～ 45までの 10項目である 6。「強迫傾向」は項
目 51～ 55までの 5項目である。「被害・関係的な症状」は項目 56～ 60までの 5項目で
構成されている。key項目とは項目 1「食欲がない」、項目 8「自分の過去や家庭は不幸で
































































者 238人に対して早期休・退学者が 11人である。女性の約 5％が早期休・退学者である。














　表 5は UPI総得点を 0点、1～ 5点、6～ 15点、16～ 25点、26点以上の 5段階に分
けて、在学者と早期休・退学者の人数の分布を比較したものである。在学者も早期休・退
学者も UPI総得点が 0点と 26点以上に位置する人数の割合が最も少ない。どちらの群も
1点～ 5点と 6点～ 15点の範囲内が最も多い。χ 2検定の結果からは、特に有意差は認め




（1,842）＝ 3.93，p <.05，η 2＝ .01）。女性の方が男性よりも「身体的訴え」の得点が高
いといえる。「抑うつ症状」の得点についても、女性の方が男性よりも得点が高いようにみ
える。二要因分散分析を行ったところ、性別の主効果だけが有意であった（F（1,842）＝
4.76，p <.05，η 2＝ .01）。この結果は、女性の方が男性よりも「抑うつ症状」の得点が
高いことを示している。「劣等感」の得点も女性の方が男性よりも高得点であるようにみえ
る。二要因分散分析を行った結果、性別の主効果と、在学・休退学と性別との交互作用と














の主効果が認められた（F（1,842）＝ 11.69，p<.01，η 2＝ .01）。陽性項目得点では早期
休・退学者の女性が低得点であるようだが、二要因分散分析の結果からは在学・休退学の
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　女性の早期休・退学者は「劣等感」の得点が高く、分散分析によって有意差が認められ
たのだが、効果量は η 2＝ .00で無いに等しい値であった。女性の早期休・退学者の人数
が 11人と少ないこともあり、現段階では女性の早期休・退学者の「劣等感」の得点が高
いと結論づけることは難しい。陽性項目得点には在学・休退学の主効果が認められた。在
学者の方が早期休・退学者よりも高得点であるともいえるのだが、効果量は η 2＝ .01で、
この値も極めて低い。そこで陽性項目の得点ごとの度数分布を在学者と早期休・退学者と
で比較してみた。表 6をみると、得点が 0点の度数は早期休・退学者の方が多いが、逆









人数とを算出して、在学者と早期休・退学者とで比較した。表 7-1では 1～ 30項目まで
を、表 7-2では 31～ 60項目までを示した。項目ごとに Fisherの正確確率検定を行い、
その結果も表示した。表 7-1では、項目 17「頭痛がする」に有意傾向が認められた。表








の平均値と標準偏差が 1.05（SD=.93）であった。これらの平均値に対して t 検定を行う
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表 7-1　UPIの 1～ 30項目までの在学者と早期休・退学者との肯定・否定の度数
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も佐藤（2012）や都丸・佐藤（2010）と同様の結果である。「強迫傾向」は、「こだわりす














































































































  1　 実際に 2012年度入学生では、休・退学者の約 8割が 1、2年生である。この 8割の
うち、1年生の休・退学者が約 3割で、2年生が約 5割である。
  2　 ちなみに国際経営学部に入学した留学生の内訳は以下のとおりである。2012年度の
留学生は 24人（男性 15人、女性 9人）で、2013年度が 32人（男性 17人、女性
15人）、2014年度が 23人（男性 13人、女性 10人）である。これらを合計すると
全部で 79人（男性 45人、女性 34人）となる。そのうち 2013年度に入学した男性
1人の回答に不備がみられたので、留学生では合計して 78人分のデータが得られた。
  3　 不備のあった日本人 4人分のデータはいずれも男子学生によるものである。その中





  4　 ただし退学者の中には除籍となった者も含まれている。また、少なくとも 2年生の
ときに完全な不登校状態であり、3年生の前期の途中で早期に退学届を提出した者は
退学者の中に含めた。
  5　 陽性項目の具体的な内容は次のとおりである。項目 1「いつも体の調子がよい」、項
目 20「いつも活動的である」、項目 35「気分が明るい」、項目 50「よく他人に好か
れる」。







  7　 これら 4項目のうち、1つ以上の項目に○が付いていれば呼び出しの対象としている
大学もある（都丸・佐藤，2010）。







  9　 早期休・退学者の内訳は、国際経営学部では休学が 5人、退学が 36人、除籍が 6人
である。教育学部では休学が 5人、退学が 11人、除籍が 1人である。休学の後に退
学した学生も少なくなかった。これらの学生は、2年次以内に退学したのでれば退学
者としてカウントして、3年次以降に退学したのであれば休学者とカウントした。
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